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storage connect コマンドを使用します

SnapDrive storage connect コマンドは ' ストレージ・エンティティをホストに接続しま
すこのコマンドを使用して、 LUN とストレージエンティティをホストに接続できます

SnapDrive storage connect コマンドを使用して、次の接続先に接続します。

• LUN

• LUN 上に直接作成されるファイルシステム

• LUN 上に作成されたディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステム

SnapDrive storage connect` コマンドを入力して LUN をホストに接続すると、 SnapDrive for UNIX は必要な
検出とマッピングを実行します。LUN の内容は変更されません。

storage connect コマンドに関するガイドラインを示します

SnapDrive storage connect コマンドを使用するには ' いくつかのガイドラインに従う必
要があります

LVM エンティティを含むストレージには特別な要件があります。SnapDrive storage connect` コマンドを使用
して LVM エンティティを接続するには、ストレージ階層内の各エンティティに次のエンティティのインスタ
ンスが 1 つだけ含まれるようにストレージを作成する必要があります。たとえば、 SnapDrive storage

connect コマンドを使用して、 1 つのディスクグループ (dg1) と 1 つのホストボリューム (hostvol1) および 1

つのファイルシステム (fs1) を持つストレージ階層を接続できます。ただし、 SnapDrive storage connect` コ
マンドを使用して、 1 つのディスクグループ (dg1) と 2 つのホストボリューム (hostvol1 と host21) および 2

つのファイルシステム (fs1 と fs2) を持つ階層を接続することはできません。

SnapDrive storage connect コマンドを使用するために必要な
情報を示します

SnapDrive storage connect コマンドを使用する際には、入力する必要がある情報がいく
つかあります。この情報は、コマンドを正しく使用する際に役立ちます。
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要件 引数

ホストに接続する LUN 、 LUN に直接作成されたフ
ァイルシステム、または LVM エンティティを指定し
ます。

• 1 つ以上の LUN を接続する場合は、最初の引数
で LUN 名の長い形式を使用する必要がありま
す。長い形式の LUN 名には、ストレージシステ
ム名、ボリューム名、ボリューム内の LUN の名
前を指定します。

追加の LUN を指定する場合は、新しい LUN が以
前の LUN と同じストレージシステムおよびボリ
ュームにある場合に、 LUN 名を単独で使用でき
ます。それ以外の場合は、新しいストレージ・シ
ステム名とボリューム名（またはボリューム名）
を指定して以前の値を置き換えることができま
す。

• LUN 上に直接作成されたファイルシステムを接
続する場合は、長い形式の LUN 名と「 -nolvm 」
オプションも含める必要があります。

• ディスク・グループ ' ホスト・ボリューム ' およ
びファイル・システムと LUN を接続する場合は
'-fs' および -hostvol' オプションを使用して ' ファ
イル・システムとホスト・ボリュームを指定する
必要がありますホストボリュームにディスクグル
ープの名前が含まれている必要があります。

LUN （「 -lun' 」）

long_lun_name -lun' オプションで最初に指定する値には ' ストレージ
・システム名 ' ボリューム名 'LUN 名を含める必要が
あります同じボリューム上の複数の LUN を接続する
には ' 最初のパス名に完全な情報を入力した後で '-

lun' オプションの相対パス名を使用しますSnapDrive

for UNIX は、相対パス名を検出すると、前の LUN と
同じボリューム上で LUN を検索します。同じボリュ
ーム上にない LUN を追加で接続するには、各 LUN

への完全パス名を入力します。

LUN を追加します lun_name( ロングまたはショートフォーム )

-fs に与えられる file_spec は 'LUN 上に直接作成
されたファイル・システムを接続するときのファイ
ル・システム・マウントポイントの名前です

ファイルシステム (`-fs file-spec')

filesystem_name ホスト LVM をアクティブ化せずに、 LUN 上で作成
されたファイルシステムを接続するため。

「 -nolvm 」と入力します
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要件 引数

ホストボリューム上のファイルシステムを接続する
には、次の手順を実行します。

指定した -fs_file_spec_ と -hostvol_file_spec_`

は ' 新しいホストに接続する LVM ファイル・システ
ム ' ディスク・グループ ' およびホスト・ボリューム
を識別します

接続するストレージ階層には、ディスクグループ、
ホストボリューム、およびファイルシステムが含ま
れている必要があります。「 -fs 」と「 -hostvol 」に
値を指定する必要があります。「 -hostvol 」の値に
はディスクグループの名前を指定する必要がありま
す。

ホスト・ボリューム（ --hostvol file-spec` ）

「 _disk_group_name 」および「
_host_volume_name 」です

オプション：ホスト・ファイル・システム・テーブ
ルにエントリを作成することなく ' ストレージを新し
い場所に接続するには '-nopersist' オプションを使用
しますデフォルトでは、 storage connect コマンドに
よって永続的マウントが作成されます。つまり、 AIX

ホスト上に LVM ストレージエンティティを作成する
と、 SnapDrive for UNIX によってストレージが自動
的に作成され、ファイルシステムがマウントされ、
ホストファイルシステムテーブルにそのファイルシ
ステムのエントリが格納されます。

「 -nopersist` 」 ~

• オプション： * igroup 名を指定する代わりに、デ
フォルトの igroup を使用することを推奨しま
す。

igroup 名（「 -igroup 」）

ig_name 「 -fstype 」を入力します

「 TYPE` 」 「 vmtype 」

「 TYPE` 」 • オプション： SnapDrive for UNIX 操作に使用す
るファイルシステムとボリュームマネージャのタ
イプを指定します。

「 -mntopts 」と入力します ~
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LUN をディスクグループ、ホストボリューム、およびファイル
システムと接続する

SnapDrive storage connect コマンドを使用して ' ディスク・グループ ' ホスト・ボリュ
ーム ' およびファイル・システムを持つ LUN を接続するには ' 次の構文に従う必要があ
ります

次のコマンドを入力します。

* SnapDrive storage connect -fs_file_spec_-hostvol_file_spec_-

lun_long_lun_name_[lun_name…] [-igroup_ig_name_[ig_name…] [-nopersist] [-

mntopts_options_][-fstype_type_][-vmtype_type_]*

例： LUN で作成したファイルシステムを接続する

# snapdrive storage connect -fs /mnt/fs -lun f270-221-189:/vol/vol0/lun111

-nolvm

mapping lun(s) ... done

discovering lun(s) ... done

LUN f270-221-189:/vol/vol0/lun111 connected

- device filename(s): /dev/vx/dmp/fas2700_939

共有リソースを使用して既存の LUN を接続する

共有ディスクグループまたはファイルシステムを使用するホストクラスタ構成に新しい
ノードを追加する場合は、別の構文に従う必要があります。

* SnapDrive storage connect -fs_file_spec — lun_long_lun_name_[lun_name…] [-mntopts

options] *
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